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【ご記入の前にご一読ください】 

 

 

１ 特にことわりのある場合以外は、封筒のあて名のお子さんについてご記入ください。 

２ 調査票は、お子さんの保護者の方がご記入ください。 

３ 同一世帯で、この調査票が複数届いた方は、年上のお子さんのみ回答してください。２通以上、回答・

提出していただかなくてかまいません。 

４ ご回答は、選択肢の番号に○をつけてお選びいただく場合と、数字などをご記入いただく場合がござい

ます。 

５ 選択肢の場合、お選びいただく数が設問によって異なりますので、注意書きにしたがってください。ま

た、「その他」をお選びいただいた場合は、その後ろにある（  ）内に具体的な内容をご記入くださ

い。 

６ 設問によってご回答いただく方が限られる場合がございますので、ことわり書きや矢印にしたがってご

記入ください。特にことわりのない場合は次の設問にお進みください。 

７ 大阪市外に転出されている場合は、ご回答いただかなくてかまいません。お手数ですが、調査票の処分

をお願いします。 

８ ご記入が済みましたら、お手数ですが、調査票のみを同封の返信用封筒に入れて、 

平成２５年１０月２８日（月）までにご投函ください。（切手は不要です） 

９ ご回答をいただくうえでご不明な点や調査に関するお問合せは下記までお願いします。 

大阪市こども青少年局企画部総務課企画グループ 

電話：０６－６２０８－８１５３／FAX：０６－６２０２－７０２０ 

 

 

  

この調査の設問中の「保育サービス」とは、次の１～９で定期的に受けているサポートです。（※） 

１ 幼稚園 

２ 幼稚園の「預かり保育」 

  通常の教育時間終了後に希望者を対象に行う保育 

３ 認可保育所（通常保育および週３日程度の定期的な保育を含む） 

４ 認定こども園 

  幼稚園と保育所の機能を備えた、都道府県知事が認定する施設 

５ 家庭的保育（保育ママ） 

  保育者の家庭などにおいて少人数の低年齢児を保育する事業 

６ 事業所内保育施設 

  企業や病院などで、その従業員の乳幼児を対象とする保育施設 

７ 認可外保育施設（事業所内保育施設を除く） 

  児童福祉法上の認可を受けていない保育施設の総称 

届出統計調査 

総務大臣届出済 

この調査は、統計法第２４条に基づき、総務大臣に

届出を行った統計調査です。統計法に基づき、調査

票は統計目的以外には絶対に使用しません。 秘 

大阪市こども青少年局 

ご記入にあたってのお願い 

         

この調査票における「保育サービス」の考え方 

参考１－２ 【平成25年度調査票】 



2 
 

 

８ 訪問型サービス（ベビーシッター） 

主に利用者の自宅でこどもの世話をする民間サービス。利用料金などは、事業者によって異なる。 

９ ファミリーサポートセンター事業 

  大阪市の委託を受けたセンターに登録している地域の住民がこどもをみてくれる事業 

 

（※）緊急・一時的に受けているサービス、保育や親族・知人による預かりは含みません。 

 

また、上記の保育サービスは、基本的に利用料が必要です。別紙「大阪市の保育サービス等について」

に、利用料、利用対象などを記載しておりますので、それらをよく読んでご回答ください。 

 

 

１．お住まいの地域についておうかがいします。                           

問１  あて名のお子さんがお住まいの区名の番号に○をつけてください。   必須項目 

⇒問２へ 

 

 

２．封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についておうかがいします。                

 

問２  この調査票にご回答いただく方はどなたですか。封筒のあて名のお子さんからみた関係で、あては

まる番号１つに○をつけてください。                 必須項目 

 

 

問３  封筒のあて名のお子さんの生年月を記入してください。        必須項目 

平成 ・ 西暦 （      ）年（    ）月生まれ 

 

問４  封筒のあて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。また、２人以上いらっしゃ

る場合、末子の年齢（平成２５年4月1日現在の年齢）を記入してください。  国標準 

（    ）人  末子の年齢（    ）歳 

 

 

１．北区 ２．都島区 ３．福島区 ４．此花区 ５．中央区 ６．西区 

７．港区 ８．大正区 ９．天王寺区 10．浪速区 11．西淀川区 12．淀川区 

13．東淀川区 14．東成区 15．生野区 16．旭区 17．城東区 18．鶴見区 

19．阿倍野区 20．住之江区 21．住吉区 22．東住吉区 23．平野区 24．西成区 

１．母親   ２．父親   ３．その他（      ） 

⇒問３へ 

⇒問５へ 

⇒問４へ 
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問 5  封筒のあて名のお子さんが一緒に住んでいる人はどなたですか。また、近所（３０分以内程度に行

き来できる範囲）に祖父母が住んでいますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。選択肢

はあて名のお子さんから見た関係です。（複数回答可）           必須項目 

 

 

⇒問６へ 

 

問6  封筒のあて名のお子さんの子育てや教育を主に行っている方はどなたですか。あてはまる番号に１つ

だけ○をつけてください。選択肢はあて名のお子さんから見た関係です。   必須項目 

１．父母ともに    ２．主に母親      ３．主に父親       ４．主に祖父母 

５．その他（                      ） 

⇒問７へ 

 

 

 

 

３．こどもの育ちをめぐる環境についておうかがいします。                      

問７ 日頃、お子さんの面倒をみてもらえる人はいますか。あてはまる番号に○をつけてください。（複数

回答可）                                  国標準 

１．日常的にご自身や配偶者の親、親せきにみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事のときにはご自身や配偶者の親、親せきにみてもらえる 

３．日常的にこどもをみてもらえる友人や知人がいる 

４．緊急時もしくは用事のときにはこどもをみてもらえる友人や知人がいる 

５．いずれもいない  ⇒問８へ 

 

 

問７-１ 問７で「１．」または「２．」を選ばれた、お子さんをご自身や配偶者の親、親せきにみてもらっ

ている方におうかがいします。こどもをみてもらっていることに対する気持ちとして、あてはまる番

号に○をつけてください。（複数回答可）                  国標準 

１．ご自身や配偶者の親、親せきの身体的・精神的な負担や時間の制約を心配することなく、安心して

こどもをみてもらえる 

２．ご自身や配偶者の親、親せきの身体的負担が大きく心配である 

３．ご自身や配偶者の親、親せきの時間を大きく制約するため心配である 

４．ご自身や配偶者の親、親せきの精神的な負担が大きく心配である 

５．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

６．こどもの教育や発達にふさわしい環境であるか、少し不安がある 

７．その他（                                     ） 

⇒問８へ 

 

１．父と母と一緒に住んでいる       ２．父と一緒に住んでいる（父子家庭） 

３．母と一緒に住んでいる（母子家庭）   ４．祖父と一緒に住んでいる 

５．祖母と一緒に住んでいる        ６．祖父が近所に住んでいる 

７．祖母が近所に住んでいる 

８．その他（                ）と一緒に住んでいる 

⇒問７-１へ 

⇒問７-２へ 
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問７-２ 問７で「３．」または「４．」を選ばれた、お子さんを友人や知人にみてもらっている方におうか

がいします。こどもをみてもらっていることに対する気持ちとして、あてはまる番号に○をつけてく

ださい。（複数回答可）                          国標準 

１．友人や知人の身体的・精神的な負担や時間の制約を心配することなく、安心してこどもをみてもら

える 

２．友人や知人の身体的負担が大きく心配である 

３．友人や知人の時間を大きく制約するため心配である 

４．友人や知人の精神的な負担が大きく心配である 

５．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

６．こどもの教育や発達にふさわしい環境であるか、少し不安がある 

７．その他（                                ） 

⇒問８へ 

 

問８   あて名のお子さんの子育てや教育について、気軽に相談できる人はいますか。また、相談できる場

所はありますか。あてはまる番号に１つだけ○をつけてください。       国標準 

１．いる／ある ⇒問８-１へ        ２．いない／ない ⇒問９へ 

 

問８-１  問８で「１．いる／ある」を選ばれた方におうかがいします。気軽に相談できる人や場所などに

ついて、あてはまる番号に○をつけてください。（複数回答可）        国標準 

 

 

 

 

 

 

⇒問９へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．配偶者 

２．ご自身や配偶者の親、親せき（同居している）家族 

３．友人や知人 

４．近所の人 

５．子育て支援センターやＮＰＯなどの子育て支援団体 

６．こどもの健診などを行ってくれる保健所保健センター 

７．幼稚園の先生 

８．保育所（園）の先生 

９．民生委員・児童委員、主任児童委員 

１０．かかりつけの医師 

１１．区役所の子育て支援室の窓口 

１２．携帯電話やインターネットの交流サイト 

１３．その他（                    ） 
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４．封筒のあて名のお子さんの保護者の働いている状況についておうかがいします。          

問９   「母親」の働いている状況についておうかがいします。自営業や自営業を手伝っている場合も含み

ます。あてはまる番号に１つだけ○をつけてください。           必須項目 

      【 父子家庭の場合は記入不要です。⇒問1０へ 】 

１．フルタイム（1週5日程度・1日8時間程度の就労）で就労しており、 

産休・育休・介護休業中ではない 

２．フルタイム（1週5日程度・1日8時間程度の就労）で就労しているが、 

  産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイトなど（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、   ⇒問９－１へ 

産休・育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイトなど（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、 

  産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない   

６．これまで就労したことがない 

 

問９-１  問９で「１．」から「４．」を選ばれた、仕事をお持ちの方（休業中の方も含む）におうかがい

します。１週間にどのくらいの日数働きますか。また、１日あたりどのくらいの時間働きますか。枠

内に具体的な数字を入れてください。不規則な場合は、もっとも多いパターンをお答えください。今

休んでいる方は、休みに入る前の状況についてお答えください。       必須項目 

１週当たり（     ）日   １日当たり（      ）時間 

 

問９-２ 問９で「１．」から「４．」を選ばれた、仕事をお持ちの方（休業中の方も含む）に引き続きお

うかがいします。家を出る時間と帰宅時間をお答えください。時間が不規則な場合は、もっとも多い

パターンについてお答えください。今休んでいる方は、休みに入る前の状況についてお答えください。

時間は、（１８：００）のように、２４時間制でお答えください。      必須項目 

家を出る時間（   ：   ）   帰宅時間（   ：   ） 

 

 

問 10  「父親」の働いている状況についておうかがいします。自営業や自営業を手伝っている場合も含み

ます。あてはまる番号に１つだけ○をつけてください。           必須項目 

【母子家庭の場合は記入不要です。問９で「１．」「２．」を選ばれた、フルタイムで仕事をお持ちの

方は問 13へ、問９で「３．」「４．」を選ばれた、パート・アルバイトで仕事をお持ちの方（休業中

の方も含む）は問11へ、「５．」「６．」を選ばれた、仕事をお持ちでない方は⇒問12へ】 

１．フルタイム（1週5日程度・1日8時間程度の就労）で就労しており、 

産休・育休・介護休業中ではない 

２．フルタイム（1週5日程度・1日8時間程度の就労）で就労しているが、 

  産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイトなど（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、   ⇒問１０－１へ 

産休・育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイトなど（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、 

  産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない   

６．これまで就労したことがない 

⇒問１０へ 

⇒問10へ 

⇒問９-２へ 

⇒問１２へ 
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問 10-1 問 10で「１．」から「４．」を選ばれた、仕事をお持ちの方（休業中の方も含む）におうかが

いします。１週間にどのくらいの日数働きますか。また、１日あたりどのくらいの時間働きますか。

枠内に具体的な数字を入れてください。不規則な場合は、もっとも多いパターンをお答えください。

今休んでいる方は、休みに入る前の状況についてお答えください。      必須項目 

１週当たり（    ）日   １日当たり（    ）時間 

 

問 10-2 問１０で「１．」から「４．」を選ばれた、仕事をお持ちの方（休業中の方も含む）に引き続き

おうかがいします。家を出る時間と帰宅時間をお答えください。時間が不規則な場合は、もっとも

多いパターンについてお答えください。今休んでいる方は、休みに入る前の状況についてお答えく

ださい。時間は、（１８：００）のように、２４時間制でお答えください。  必須項目 

家を出る時間（   ：   ）   帰宅時間（   ：   ） 

⇒問10で「３．」「４．」を選ばれた、パート・アルバイトで仕事をお持ちの方（休業中の方も含

む）は問1１へ、それ以外の方は問13へ 

 

問 11  問９または問 10で、「３．」または「４．」を選ばれた、パート・アルバイトで仕事をお持ち

の方（休業中の方も含む）におうかがいします。フルタイムへの転換希望はありますか。あてはまる

番号に１つを選び、その番号を（  ）内に記入してください。該当しない方は、問13へお進みく

ださい。                                必須項目 

（１）母親（     ）   （２）父親（     ） 

１．フルタイム（1週5日程度・1日8時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みが

ある 

２．フルタイム（1週5日程度・1日8時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込み

はない 

３．パート・アルバイトなど（「フルタイム」以外の就労）で働き続けることを希望 

４．パート・アルバイトなど（「フルタイム」以外の就労）をやめて子育てや家事に専念したい 

⇒問13へ 

 

 

問１２ 問９または問１０で「５．」または「６．」を選ばれた、仕事をお持ちでない方におうかがいしま

す。働きたいという希望はありますか。あてはまる番号に１つを選び、その番号を（  ）内に記入

してください。また、枠内に具体的な数字を入れてください。        必須項目 

（１）母親（     ）   （２）父親（     ） 

１．子育てや家事などに専念したい（働く予定はない） 

２．【 母親 】１年より先、一番下のこどもが、（  ）歳になったころに働きたい 

  【 父親 】１年より先、一番下のこどもが、（  ）歳になったころに働きたい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい 

→希望する働き方 

      ア．フルタイム（１週５日程度、1日８時間程度の就労） 

イ．パートタイム、アルバイトなど（「ア．」以外） 

→【 母親 】１週当たり（    ）日  １日当たり（    ）時間 

→【 父親 】１週当たり（    ）日  １日当たり（    ）時間 

⇒問1３へ 

 

⇒ 問10-２へ 
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問13 平日（月曜日から金曜日）に、幼稚園や保育所などのこどもを預かる施設やサービスを「定期的に」

利用されていますか。あてはまる番号に１つだけ○をつけてください。    必須項目 

１．利用している ⇒ 問13-1へ        ２．利用していない ⇒ 問13-5へ 

 

問１３-１ 問13で「１．利用している」を選ばれた方におうかがいします。封筒のあて名のお子さんは、

現在、どのような施設やサービスを利用していますか。年間を通じて平日（月曜日から金曜日）

に定期的に利用されているサービスについて、あてはまる番号に○をつけてください。（複数回

答可）                               必須項目 

１．幼稚園（通常の就園時間だけ利用している） 

２．幼稚園＋幼稚園の預かり保育（通常の就園時間に利用し、さらに時間を延長して、定期的に預か

ってもらっている） 

３．認可保育所（区役所に申し込んで入る公立保育所や私立保育園） 

４．認定こども園（施設の中に幼稚園と保育所がある施設） 

５．家庭的保育（保育ママ（家庭的保育者）：保育者の家庭等の施設で、少人数で保育する事業） 

６．事業所内保育施設（会社や病院が主に従業員のためにこどもを預かる施設） 

７．その他の認可外保育施設 

８．居宅訪問型保育（保育士などが自宅を訪問してこどもをみてくれるサービス） 

９．ファミリー・サポート・センター事業 

１０．その他（                             ） 

⇒問１３-2へ 

問１３-２ 問 13で「１．利用している」を選ばれた方に引き続きおうかがいします。現在利用している

幼稚園や保育所などについて、もっとも多いパターンとして、１週間に何日利用していますか。

また１日あたり何時間（何時から何時まで）利用していますか。また、希望としてはどのくらい

利用したいですか。枠内に具体的な数字を入れてください。時間は、（9:00～18:00）のよう

に２４時間制で記入してください。                  必須項目 

（現在） 

１週当たり（    ）日 

１日当たり（    ）時間 

時間帯（   ：   ）～（   ：   ） 

（希望） 

１週当たり（    ）日 

１日当たり（    ）時間 

時間帯（   ：   ）～（   ：   ） 

⇒問13－3へ 

 

問１３-３ 問 13で「１．利用している」を選ばれた方に引き続きおうかがいします。現在、利用されて

いる幼稚園や保育所などはどこにありますか。あてはまる番号に１つだけ○をつけてください。 

                                          国標準 

１．住んでいる区内（自宅を訪問するサービスも含む） 

２．他の区または他の市町村（          ）←具体的にご記入ください 

⇒問13-4へ 

 

５．封筒のあて名のお子さんが、平日（月曜日から金曜日）に、定期的に利用している幼稚園や

保育所などの利用についておうかがいします。                      
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問１３-４ 問 13で「１．利用している」を選ばれた方に引き続きおうかがいします。幼稚園や保育所な

どを利用されている理由について、もっともあてはまる番号に１つだけ○をつけてください。 

国標準 

 

 

 

⇒問14へ 

 

問１３-５ 問１３で「２．利用していない」を選ばれた方におうかがいします。幼稚園や保育所などを利

用していない理由は何ですか。もっともあてはまる番号に１つだけ○をつけてください。国標準 

 

 

 

 

⇒問１４へ 

 

問１４ 現在、幼稚園や保育所などを利用している、利用していないにかかわらず、封筒のあて名のお子さ

んが平日（月曜日から金曜日）に「定期的に」利用したいものをお答えください。あてはまる番号に

○をつけてください。なお、これらのサービスを利用するためには、一定の利用料を支払う必要があ

ります。（複数回答可）                        必須項目 

１．幼稚園（通常の就園時間だけの利用） 

２．幼稚園＋幼稚園の預かり保育（通常の就園時間に利用し、さらに時間を延長しての定期的な預か

り） 

３．認可保育所（区役所に申し込んで入る公立保育所や私立保育園） 

４．認定こども園（施設の中に幼稚園と保育所がある施設） 

５．家庭的保育（保育ママ（家庭的保育者）：保育者の家庭等の施設で、少人数で保育する事業） 

６．事業所内保育施設（会社や病院が主に従業員のためにこどもを預かる施設） 

７．その他の認可外保育施設 

８．居宅訪問型保育（保育士などが自宅を訪問してこどもをみてくれるサービス） 

９．ファミリー・サポート・センター事業 

１０．一時保育事業（保護者の仕事などのため断続的に保育が必要な場合に、保育所でこどもを預か

る事業） 

１１．その他（                              ） 

⇒問１５へ 

 

 

 

１．こどもの教育や発達のため 

２．保護者が働いている 

３．保護者が働く予定である、または、仕事を探している 

４．保護者がご自身や配偶者の親、親せきの介護をしている 

５．保護者に病気や障がいがある 

６．保護者が学生である 

７．その他（                              ） 

１．母親などが働かずにこどもの面倒をみているため、利用する必要がない 

２．ご自身や配偶者の親、親せきがみている 

３．近所の人や友人・知人がみている 

４．利用したいが、幼稚園や保育所などに空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で利用できない 

６．利用したいが、延長・夜間などの時間帯の条件が合わない 

７．利用したいが、サービスの質や場所などで納得できる幼稚園や保育所などがない 

８．こどもがまだ小さいため（   ）歳くらいになったら利用しようと考えている 

９．その他（                              ） 
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問１５ 封筒のあて名のお子さんについて、土曜日、日曜日・祝日に、幼稚園や保育所などの利用希望があ

りますか。（仕事や介護などによる定期的な利用で、一時的な利用は除きます。）あてはまる番号に１

つだけ○をつけてください。希望がある場合は、枠内に具体的な数字を入れてください。時間は、（9:00

～18:00）のように２４時間制でご記入ください。なお、これらのサービスを利用するには、一定の利

用料が発生します。                          必須項目 

（１）土曜日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

利用したい時間帯 

（   ：   ）～（   ：   ） 

３．月に１～２回は利用したい 

   利用したい時間帯 

（   ：   ）～（   ：   ） 

（２）日曜日・祝日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

利用したい時間帯 

（   ：   ）～（   ：   ） 

３．月に１～２回は利用したい 

   利用したい時間帯 

（   ：   ）～（   ：   ） 

⇒（１）または（２）で「３．」を選ばれた方は問15－１へ、それ以外の方は問16へ 

 

問１５-１ 問１５の（１）または（２）で、「３．月に１～２回は利用したい」を選ばれた方におうかが

いします。毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。あてはまる番号に○をつけてくだ

さい。（複数回答可）                      国標準 

 

 

⇒問１６へ 

 

 

 

問１６ 封筒のあて名のお子さんが「幼稚園」を利用されている方におうかがいします。夏休み・冬休みな

ど長期休業中に、幼稚園の利用を希望しますか。希望がある場合は、枠内に具体的な数字を入れてくだ

さい。時間は、（9:00～18:00）のように２４時間制で記入してください。なお、これらの事業の利

用には、一定の利用料が発生します。                  必須項目 

※幼稚園を利用されていない方は問17へ 

 

⇒「３．」を選ばれた方は 

問１６-1へ 

それ以外の方は問１７へ 

 

問１６-１ 問１６で「３．休みの期間中、週に数日利用したい」を選ばれた方におうかがいします。毎日 

     ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。あてはまる答えの番号に○をつけてください。（複 

数回答可）                           国標準 

 

 

⇒問１７へ 

１．月に数回仕事が入るため 

２．平日にすませられない用事をまとめてすませるため 

３．ご自身や配偶者の親、親せきの介護や手伝いが必要なため 

４．息抜きのため 

５．その他（                              ） 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎日利用したい 

利用したい時間帯（   ：   ）～（   ：   ） 

３．休みの期間中、週に数日利用したい 

   利用したい時間帯（   ：   ）～（   ：   ） 

１．週に数回仕事が入るため 

２．買い物などの用事をまとめてすませるため 

３．ご自身や配偶者の親、親せきの介護や手伝いが必要なため 

４．息抜きのため 

５．その他（                              ） 

６．封筒のあて名のお子さんについて、幼稚園や保育所などの土曜日、日曜日・祝日、長期休

暇中の利用希望についておうかがいします。 
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問１７ 平日に定期的に幼稚園や保育所などを利用していると答えた保護者の方（問１３で１に○をつけた

方）に、封筒のあて名のお子さんが病気になったときの対応についておうかがいします。この１年間

に、封筒のあて名のお子さんが病気やけがで、幼稚園や保育所などを利用できなかったことはありま

すか。                               必須項目 

※平日に定期的に幼稚園や保育所を利用していない方は問１８へ 

１．あった   →問17-1へ   ２．なかった  →問１８へ 

 

問１７-１ 問１７で「１．あった」を選ばれた方におうかがいします。この１年間で、封筒のあて名のお

子さんが病気で幼稚園や保育所などを利用できなかった場合の対処方法とその日数は何日くらいで

すか。あてはまる番号に○をつけ、その日数について枠内に具体的な数字を入れてください。（半

日程度についても１日としてカウントしてください）（複数回答可）  必須項目 

対処方法 日数（年間） 

１．父親が仕事を休んだ 

２．母親が仕事を休んだ 

３．ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった 

（同居している場合も含む） 

４．働いていない父親か母親がこどもをみた 

５．保育所や医療機関などに併設する病気のこどものための保育施設を利用した 

  （病児・病後児保育事業） 

６．民間事業者による訪問型サービス（ベビーシッター）を利用した 

７．こどもだけで留守番をさせた 

８．その他（                     ） 

（    ）日

（    ）日

（    ）日 

 

（    ）日

（    ）日 

 

（    ）日 

（    ）日

（    ）日  

⇒「１．」「２．」を選ばれた方は問１７－２へ 

「３．」～「８．」を選ばれた方は問１８へ 

 

問１７-２ 問１７－１で「１．」「２．」を選ばれた、こどもの病気のため仕事を休んだ方におうかがい

します。そのときに「できれば病気のこどものための保育施設などを利用したい」と思われました

か。あてはまる番号に１つだけ○をつけ、希望がある方は枠内に具体的な数字を入れてください。

なお、病気や病気の回復期のこどものための保育施設などの利用には、一定の利用料がかかり、ま

た、利用前にかかりつけ医の診察を受け、その連絡票を施設に提出するなどの手続きが必要な場合

があります。                           必須項目 

１．できれば病気のこどものための保育施設などを利用したい 

  →（    ）日 

２．利用したいと思わない  

⇒「１．」を選ばれた方は問１７-３へ 

     「２．」を選ばれた方は問１７-4へ 

 

問１７-３ 問１７－２で「１．利用したい」を選ばれた方におうかがいします。利用する場合、下記のいず

れのサービスが望ましいと思われますか。あてはまる答えの番号に○をつけてください。（複数回答

可）（現在、行っていないサービスも含んでいます。）         国標準 

１．幼稚園・保育所などに併設した施設でこどもをみてくれるサービス 

２．医療機関などに併設した施設でこどもをみてくれるサービス 

３．民間事業者などが自宅を訪問し、こどもをみてくれるサービス 

４．その他（                              ） 

⇒問１８へ 

７．封筒のあて名のお子さんが病気になったときの対応についておうかがいします。（平日（月

曜～金曜）に定期的に幼稚園や保育所を利用している方のみ）   
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問１７-４ 問１７－２で「２．利用したいと思わない」を選ばれた方におうかがいします。その理由につ

いて、あてはまる番号に○をつけてください。（複数回答可）      国標準 

１．病気のこどもを家族以外の人にみてもらうのは不安である 

２．病気のこどもは家族がみるべきである 

３．サービスの質に不安がある 

４．施設のある場所や利用できる時間・日数など、サービスの使い勝手がよくない 

５．利用料がかかる、高い 

６．利用料がわからない 

７．父母が仕事を休んで対応できるため 

８．その他（                              ） 

９．特に理由はない 

⇒問１８へ 

 

 

 

 

 

問１８ ご自身や配偶者の親の通院、不定期な仕事、リフレッシュなどを理由として、こどもを預かるサー

ビスを「不定期に」利用しましたか。（幼稚園や保育所などの定期的な利用やこどもが病気のときの

保育施設などの利用は除きます。）あてはまる答えの番号に○をつけ、１年間のおおよその利用日数

について枠内に具体的な数字を入れてください。（複数回答可）        必須項目 

利用したサービス 日数（年間） 

１．一時預かり（私用などの理由で、保育所などで一時的にこどもを保育するサ

ービス） 

２．幼稚園の預かり保育（幼稚園に通うこどもを対象にして、通常の保育時間を

延長して預かるサービスを不定期に利用している場合） 

３．ファミリー・サポート・センター事業 

４．こどものショートステイ事業（児童養護施設などで宿泊を伴うかたちでこど

もを一時的に預かる事業） 

５．ベビーシッター 

６．その他（                     ） 

７．利用していない 

（    ）日 

 

（    ）日 

 

（    ）日 

（    ）日 

 

（    ）日

（    ）日 

   

⇒「１．」から「６．」を選ばれた方は問１９へ 

「７．」を選ばれた方は問１８-１へ 

 

問１８-１ 問１８で「７．利用していない」を選ばれた方におうかがいします。現在利用していない理由

は何ですか。あてはまる答えの番号に○をつけてください。（複数回答可）    国標準 

１．特に利用する必要がない 

２．利用したいサービスが近くにない 

３．サービスの質に不安がある 

４．施設のある場所や利用できる時間・日数など、サービスの使い勝手がよくない 

５．利用料がかかる、高い 

６．利用料がわからない 

７．ご自身がサービスの対象になるのかどうかがわからない 

８．手続きなどサービスの利用方法がわからない 

９．その他（                              ） 

⇒問１９へ 

 

８．封筒のあて名のお子さんの幼稚園や保育所などの不定期な利用や宿泊を伴う一時預かりな

どの利用についておうかがいします。 
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問１９ ご自身や配偶者の親の通院、不定期な仕事、リフレッシュなどを理由として、１年間に何日くらい

保育所などで実施されている「一時預かり」を利用する必要があると思いますか。利用したいか、す

る必要がないかについて、あてはまる番号に○をつけてください。利用したい場合、利用したい目的

ごとに枠内に日数を記入し、合計の枠内についても記入してください。なお、サービスの利用にあた

っては、一定の利用料が発生します。（複数回答可）          必須項目 

 

 

⇒「１．」を選ばれた方は問１９－１へ、「２．」を選ばれた方は問２０へ 

 

 

問１９-１ 問１９で「１．利用したい」を選ばれた方におうかがいします。問１８の目的（家族の通院・

不定期な仕事・リフレッシュ）でお子さんを預ける場合、下記のいずれの子育て支援サービスが望

ましいと思われますか。あてはまる答えの番号に○をつけてください。なお、サービスの利用にあ

たっては、一定の利用料が発生します。（複数回答可）          国標準 

 

 

⇒問２０へ 

 

 

 

問２０ この１年間に、冠婚葬祭、家族の病気などの保護者の用事により、お子さんを「泊りがけで」家族

以外にみてもらわないといけないことはありましたか。（預け先が見つからなかった場合も含みます。）

あったか、なかったかについて、あてはまる番号に○をつけてください。あった場合、その対処方法

ごとに枠内に日数を記入し、合計の枠内についても記入してください。（複数回答可） 必須項目 

対処方法 泊数（年間） 

１．あった 

 ア．ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった（同居して

いる場合も含む） 

イ．こどものショートステイ事業を利用した（児童養護施設などで宿泊を

伴うかたちでこどもを一時的に預かる事業） 

ウ．イ以外の保育サービス（認可外保育施設、ベビーシッターなど）を利

用した 

エ．こどもを同行させた 

オ．こどもだけで留守番をさせた 

カ．その他 

（    ）泊 

 

（    ）泊 

 

（    ）泊 

 

（    ）泊 

（    ）泊

（    ）泊 

２．なかった 

⇒「１．」の「ア．」を選ばれた方は問２０-１へ、それ以外の方は問２１へ 

 

問２０-１ 問２０で「１．」で「ア．」を選ばれた、ご自身や配偶者の親などにみてもらった方におうか

がいします。その場合の困難度はどの程度でしたか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけ

てください。                             国標準 

⇒問２１へ 

 

１．利用したい 合計（    ）日 

 ア．冠婚葬祭、学校行事、こどもたちや親の通院 など 

イ．不定期な仕事  

ウ．リフレッシュのため 

エ．その他（                 ） 

（    ）日

（    ）日

（    ）日

（    ）日 

２．利用する必要はない 

１．幼稚園・保育所などでこどもをみてくれるサービス 

２．身近な子育て支援の小規模な施設でこどもをみてくれるサービス 

３．ファミリー・サポート・センター事業 

４．民間事業者などが自宅を訪問し、こどもをみてくれるサービス 

５．その他（                              ） 

１．非常に困難    ２．どちらかというと困難    ３．特に困難ではない 
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９．封筒のあて名のお子さんの地域の子育て支援サービスの利用状況についておうかがいします。 

 

問２１ 地域子育て支援拠点事業など（※）についておうかがいします。現在、地域子育て支援センターや

つどいの広場などを利用していますか。あてはまる番号に○をつけ、おおよその利用回数について、

枠内に具体的な数字を入れてください。（複数回答可）            必須項目 

 

 

⇒問２２へ 

（※）地域子育て支援拠点事業…親子が集まって交流したり、相談をしたり、情報提供を受けたりする

場で、「つどいの広場（子ども・子育てプラザ含む）」「子育て支援センター」などとよばれています。 

 

 

問２２ 地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないができれば利用したい、あるいは、利用日

数を増やしたいと思いますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけ、希望がある方は枠内に具

体的な数字を入れてください。なお、事業の内容によっては、一部利用者負担が発生する場合があり

ます。                                  必須項目 

 

 

⇒問23へ 

 

 

 

問２３ 地域子育て支援拠点事業を利用するにあたって、たとえばどのようなサービスを利用したいですか。

もっとも利用したい上位３つに○をつけてください。なお、事業の内容によっては、一部利用者負担

が発生する場合があります。（現在、行っていないサービスも含んでいます。）     府設定 

 

 

 

 

⇒問24へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．地域子育て支援センター、つどいの広場 

  １週間あたり（    ）回 または １か月あたり（    ）回程度 

２．地域で開催される子育てサロンなど 

 （具体名：                           ） 

  １週間あたり（    ）回 または １か月あたり（    ）回程度 

３．利用していない 

１．利用していないが、今後利用したい 

  １週間あたり（    ）回 または １か月あたり（    ）回程度 

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

  １週間あたりさらに（  ）回 または １か月あたりさらに（   ）回程度 

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 

１．常設の子育て親子の交流の場の提供 

２．子育てに関する相談・援助 

３．地域の子育て関連情報の提供 

４．子育てに関する講習 

５．地域に出向いての交流の場の提供（出張ひろば） 

６．保育所や幼稚園の入所・利用に関する相談 

７．さまざまな世代との交流の場の提供 

８．家庭への訪問支援 

９．その他（                             ） 
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問２４ 子育て支援サービスの認知度・利用度についておうかがいします。下記のサービスで知っているも

のや、これまでに利用したことがあるものはありますか。また、今後、利用したいと思うものはあり

ますか。サービスごとに、「はい」、「いいえ」のどちらかに○をつけてください。国標準 

 知っている 
これまでに利用

したことがある 

今後 

利用したい 

① 区役所（保健福祉センター）の妊婦教室 はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ 

② 子育ていろいろ相談センター はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ 

③ こども相談センター（児童相談所）のこ
どもに関する相談や教育相談 

はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ 

④ 保育所や幼稚園の園庭などの開放 はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ 

⑤ 子ども・子育てプラザ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ 

⑥ 子育て支援室（各区役所）の相談窓口 はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ 

⑦ 子育て・両立支援 携帯メールマガジン
『私も子どもも育（はぐく）めーる』 

はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ 

⑧ 子育ていろいろ便利帳 はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ 

⑨ エンゼルサポーターの派遣 はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ 

⇒問２５へ 

   

 

→４歳未満の方は、問２８へ 

問２５ 小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で

過ごさせたいと思いますか。あてはまる番号に○をつけ、それぞれの希望する１週間の利用日数につ

いて、枠内に具体的な数字を入れてください。（複数回答可） 

児童いきいき放課後事業、留守家庭児童対策事業（学童保育）を選択された場合には、利用を希望す

る時間についても枠内に具体的な数字を入れてください。時間は、（18:00）のように２４時間制で

記入してください。                             必須項目 

１．自宅                             週（    ）日くらい 

２．ご自身や配偶者の親・親せきの家、友人・知人の家        週（    ）日くらい 

３．児童いきいき放課後事業                    週（    ）日くらい 

→ 下校時から（   ：   ）まで 

４．留守家庭児童対策事業（学童保育）               週（    ）日くらい 

                          → 下校時から（   ：   ）まで 

５．子ども・子育てプラザ                     週（    ）日くらい 

６．習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など）       週（    ）日くらい 

７．その他（        ）                   週（    ）日くらい 

※児童いきいき放課後事業…放課後や長期休暇休校日等に学校の余裕教室等を活用して、こどもたち 
の安全・安心な活動場所を提供するものです。保護者の就労の有無に関わらず、全ての小学生が利 
用できます。 

※留守家庭児童対策事業…地域によっては学童保育などとよばれています。保護者が仕事などで昼間に 

自宅にいない場合などに、指導員のもと、こどもの生活の場を提供するものです。サービスの利用に 

あたっては、一定の利用料が発生します。 

⇒「３．」「４．」と答えた方は問２６へ、それ以外の方は問２８へ 

 

１０．封筒のあて名のお子さんが４歳以上である方に、小学校就学後の放課後の過ごし方につい

ておうかがいします。 
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問２６ 問２５で「３．児童いきいき放課後事業」「４．留守家庭児童対策事業（学童保育）」を選ばれた

方におうかがいします。土曜日、日曜日・祝日に、児童いきいき放課後事業、留守家庭児童対策事業（学

童保育）の利用希望はありますか。それぞれについて、あてはまる番号に１つだけ○をつけてください。

また、利用したい時間帯を、枠内に（9:00～18:00）のように２４時間制で入れてください。国標準 

 「児童いきいき放課後事業」 

（１）土曜日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

利用したい時間帯 

（   ：   ）～（   ：   ） 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい 

利用したい時間帯  

（   ：   ）～（   ：   ） 

３．利用する必要はない 

（２）日曜日・祝日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

  利用したい時間帯  

（   ：   ）～（   ：   ） 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい 

  利用したい時間帯  

（   ：   ）～（   ：   ） 

３．利用する必要はない 

⇒問２７へ 

 「留守家庭児童対策事業（学童保育） 

（１）土曜日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

利用したい時間帯 

（   ：   ）～（   ：   ） 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい 

利用したい時間帯  

（   ：   ）～（   ：   ） 

３．利用する必要はない 

（２）日曜日・祝日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

  利用したい時間帯  

（   ：   ）～（   ：   ） 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい 

  利用したい時間帯  

（   ：   ）～（   ：   ） 

３．利用する必要はない 

⇒問２７へ 

 

 

問２７ 問２５で「３．児童いきいき放課後事業」「４．留守家庭児童対策事業（学童保育）」を選ばれた

方に引き続きおうかがいします。お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の児童いきいき

放課後事業、留守家庭児童対策事業（学童保育）の利用希望はありますか。あてはまる番号に１つだ

け○をつけてください。また、利用したい時間帯を、枠内に（9:00～18:00）のように２４時間制

で入れてください。                             国標準 

 「児童いきいき放課後事業」 

 

 

⇒問２８へ 

 

「留守家庭児童対策事業（学童保育） 

 

 

⇒問２８へ 

 

 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

  利用したい時間帯 （   ：   ）～（   ：   ） 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい 

  利用したい時間帯 （   ：   ）～（   ：   ） 

３．利用する必要はない 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

  利用したい時間帯 （   ：   ）～（   ：   ） 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい 

  利用したい時間帯 （   ：   ）～（   ：   ） 

３．利用する必要はない 
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１１．子育てを支援する生活環境の整備についておうかがいします。               

 

問２８ 封筒のあて名のお子さんと外出されるときに、困ること、困ったことはありますか。あてはまる番

号に○をつけてください。（複数回答可）                 府設定 

１．自動車の通行が多いにもかかわらず歩道や信号がない道路が多いので心配 

２．歩道の段差などがベビーカーなどでの通行の妨げになっている 

３．交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮されていない 

４．トイレがオムツ替えや親子での利用に配慮されていない 

５．授乳する場所や必要な設備がない 

６．小さなこどもとの食事に配慮された場所（店）が少ない 

７．買い物や用事などの合間の気分転換にこどもを遊ばせる場所がない 

８．緑や広い歩道が少ないなど街並みにゆとりとうるおいがない 

９．周囲の人がこども連れを迷惑そうに見る 

１０．荷物やこどもに手をとられて困っているときに手を貸してくれる人が少ない 

１１．特にない 

１２．その他（                             ） 

⇒問２９へ 

 

 

 

問２９ お住まいの地域におけるこどもの遊び場に関して満足していますか。あてはまる答えの番号１つだ

けに○をつけてください。                        府設定 

 

 

 

 

問３０ お住まいの地域のこどもの遊び場について日ごろ感じることは何ですか。あてはまる番号に○をつ

けてください。（複数回答可）                      府設定 

 

 

 

 

⇒問３１へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．満足している          ２．満足していない 

３．どちらとも思わない       ４．わからない 

１．近くに遊び場がない 

２．雨の日に遊べる場所がない 

３．思い切り遊ぶために十分な広さがない 

４．遊具の種類が充実していない 

５．不衛生である（ゴミの不法投棄など） 

６．いつも閑散としていて寂しい感じがする 

７．遊具などの設備が古くて危険である 

８．緑や水辺などこどもが自然にふれあう場が少ない 

９．遊び場やその周辺の環境が悪くて安心して遊べない（見通しが悪いなど） 

１０．遊び場のトイレがおむつ替えや親子での利用に配慮されていない 

１１．遊び場周辺の道路が危険である 

１２．遊び場に行ってもこどもと同じ歳くらいの遊び仲間がいない 

１３．その他（                            ） 

１４．特に感じることはない 

⇒問３０へ 
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１２．子育てに対する意識についておうかがいします。                    

 

問３１ あなたは、子育てについてどのように感じていますか。それぞれあてはまる数字に１つだけ○をつ

けてください。                              府設定 

    Ａ 子育てを楽しいと感じますか？ 

 

 

     

Ｂ 子育てをつらいと感じますか？ 

 

 

 

 

⇒問３２へ 

 

 

 

問３２ 子育てに関して、日常悩んでいること、あるいは気になることは何ですか。それぞれあてはまる番

号に○をつけてください。（複数回答可）                    府設定 

（１）こどもに関すること 

１．病気や発育発達に関すること         ２．食事や栄養に関すること 

３．子育てのことがよくわからないこと      ４．こどもとの接し方に自信が持てないこと 

５．こどもと過ごす時間が十分取れないこと    ６．こどもの教育に関すること 

７．こどもの友だちづきあいに関すること     ８．こどもの登所・登園拒否や不登校など 

９．特にない                  １０．その他（           ） 

（２）ご自身に関すること 

１．子育てに関して配偶者の協力が少ないこと 

２．配偶者と子育てに関して意見が合わないこと 

３．子育てが大変なことを、ご自身や配偶者の親、

親せき、近隣の人、職場など周りの人が理解

してくれないこと 

４．ご自身の子育てについて、ご自身や配偶者の

親、親せき、近隣の人、職場など周りの見る

目が気になること 

５．子育てに関して話し相手や相談相手がいない

こと 

 

６．仕事や自分のやりたいことなど自分の時間が

十分取れないこと 

７．配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がい

ないこと 

８．子育てのストレスなどからこどもにきつくあ

たってしまうこと 

９．子育てによる身体の疲れが大きいこと 

１０．子育てにかかる出費がかさむこと 

１１．住居がせまいこと 

１２．特にない 

１３．その他（              ） 

⇒問３３へ 

 

 

 

 

    

    

楽しいと感じない 楽しいと感じる 

１ ２ ３ ４ ５ 

つらいと感じない つらいと感じる 

１ ２ ３ ４ ５ 
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問３３ ご自身の子育てが、地域の人や社会に支えられていると感じますか。あてはまる番号のどちらか１

つに○をつけてください。                           府設定 

Ａ 支えられていると感じますか。 

   

 

    

 

 

  

番号  

  

 

   

 

 

 

 

 

⇒問３４へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号  

１．感じる 

Ｂ 誰に支えられていると感じますか。 

枠内の選択肢の中から選び番号を記入してくだ

さい。（複数回答可） 

２．感じない 

Ｂ  誰に支えられたいと感じますか。 

枠内の選択肢の中から選び番号を記入してくだ

さい。（複数回答可） 

１．近所の人                    

２．同じ世代のこどもを持つ保護者 

３．民生委員・児童委員、主任児童委員や町会などの地域団体の人   

４．子育て支援活動を行っているＮＰＯなどの人 

５．子育て支援などに関わる施設の職員        

６．区役所（市役所）の職員 

７．その他（                ） 

【 選 択 肢 】 
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１３．育児休業など、仕事と子育ての両立についておうかがいします。                

問３４ 封筒のあて名のお子さんが生まれたときに、母親、父親は育児休業を取りましたか。それぞれにつ

いて、あてはまる番号に１つだけ○をつけてください。            国標準 

また、取らなかった場合は、その理由を選択肢の中から選び、その番号を記入してください。（複数

回答可） 

① 母 親 ② 父 親 
１．働いていなかった 

２．育児休業を取った、あるいは、今取っている 

３．育児休業を取らずに働いた 

４．育児休業を取らずに離職した 

その理由（番号を選択）（        ）             

１．働いていなかった 

２．育児休業を取った、あるいは、今取っている 

３．育児休業を取らずに働いた 

４．育児休業を取らずに離職した 

その理由（番号を選択）（        ） 

 

＜選択肢＞ 

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった 

３．出産後すぐに仕事に復帰したかった 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．保育所などに預けることができた 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 

９．配偶者が無職である、ご自身や配偶者の親などにみてもらえるなど、制度を

利用する必要がなかった 

１０．子育てや家事に専念するため退職した 

１１．職場に育児休業の制度がなかった 

１２．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

１３．育児休業を取れることを知らなかった 

１４．産前産後の休暇（産前6週間、産後8週間）を取得できることを知らず、

退職した。 

１５．その他（                           ） 

 

 

 

問３４-１ 問３４の ①母親で「２．」、②父親で「２．」を選ばれた育児休業を取られた方におうかがい

します。育児休業を取った後、職場に復帰しましたか。あてはまる番号を１つを選び、その番号を（  ）

内に記入してください。                         国標準 

① 母親（     ）    ② 父親（     ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．育児休業を取ったあと、職場復帰した  ⇒問３４－２へ 

２．現在も育児休業中である        ⇒問３４－５へ 

３．育児休業中に仕事をやめた       ⇒問３５へ 

２．以外を選んだ方 

⇒問３５へ 

２．を選んだ方 

 ⇒問３４-１へ 
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問３４-２ 問３４－１で「１．」を選ばれた、育児休業を取ったあと、職場復帰された方に引き続きおう

かがいします。育児休業を取ったあと、「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しまし

たか。また、職場の育児休業の制度の期間内でのことになりますが、「希望」としてはお子さんが

何歳何か月のときまで育児休業を取りたかったですか。枠内に具体的な数字を入れてください。 

① 母親 ② 父親 

実際の取得期間（   ）歳（   ）か月 

希望の取得期間（   ）歳（   ）か月 

１．満１歳まで 

２．出生後最初の４月の一斉入所時 

３．出生後２度目の４月の一斉入所時 

４．その他（              ） 

実際の取得期間（   ）歳（   ）か月 

希望の取得期間（   ）歳（   ）か月 

１．満１歳まで 

２．出生後最初の４月の一斉入所時 

３．出生後２度目の４月の一斉入所時 

４．その他（              ） 

⇒問３４-３へ 

 

問３４-３ 問３４－１で「１．」を選ばれた、育児休業を取ったあと、職場復帰された方に引き続きおう

かがいします。職場に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」とし

てはお子さんが何歳何か月のときまで取りたかったですか。枠内に具体的な数字を入れてください。 

① 母親 

（   ）歳 （   ）か月 

② 父親 
   （   ）歳 （   ）か月 

⇒問３４-４へ 

 

問３４-４ 問３４－２で実際の復帰と希望が異なる方におうかがいします。希望の時期に職場復帰しなか 

った理由について、あてはまる番号を１つを選び、その番号を（  ）内に記入してください。 

  【実際の復帰と希望が同じ方は、問３５へ】                   国標準 

（１）「希望」より早く復帰した方 

  ① 母親（     ）   ② 父親（      ） 

１．希望する保育所に入るため         ２．配偶者や家族の希望があったため 

３．経済的な理由で早く復帰する必要があった  ４．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

５．その他（            ） 

 

（２）「希望」より遅く復帰した方 

① 母親（     ）   ② 父親（      ） 

（母親） 

１．希望する保育所に入るため       ２．自分やこどもなどの体調が思わしくなかったため 

３．配偶者や家族の希望があったため    ４．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

５．こどもをみてくれる人がいなかったため ６．その他（      ） 

⇒問３５へ 

 

問３４-５ 問３４－１で「２．現在も育児休業中である」を選ばれた方におうかがいします。封筒のあて

名のお子さんが１歳になったときに必ず保育所などに預けることができれば、１歳になるまで育児

休業を取りますか。または、保育所などに預けられたとしても１歳になる前に復帰しますか。あて

はまる番号を１つを選び、その番号を（  ）内に記入してください。       国標準 

①  母親（     ）   ② 父親（      ） 

１．１歳になるまで育児休業を取りたい        ２．１歳になる前に復帰したい 

⇒問３５へ 

国標準 

国標準 
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問３５ １日当たりのこどもと一緒に過ごす時間はどのくらいですか。１週間の平均的な時間をお答えくだ

さい。また、その時間は十分だと思いますか。枠内の選択肢の中から選び、その番号を１つだけ記入

してください。                                府設定 

【こどもと一緒に過ごす時間】 

 ①  母親 ② 父親 

ア 平日 （   ）時間（  ）分 （   ）時間（   ）分  

イ 休日 （   ）時間（  ）分 （   ）時間（   ）分  

                           あてはまる番号を選んで 

記入してください 

１．十分だと思う           ２．まあまあ十分だと思う 

３．あまり十分だと思わない      ４．不十分だと思う        ５．わからない 

⇒問３６へ 

 

 

 

問３６ １日当たりの家事をどれくらいしますか。１週間の平均的な時間を記入してください。府設定 

①  母親 （    ）時間（    ）分 ② 父親 （    ）時間（    ）分 

⇒問３７へ 

 

 

 

問３７ 仕事と子育てを両立させる上で大変だと思うことは何ですか。あてはまる番号に○をつけてくださ

い。（複数回答可）                            府設定 

 

⇒問３８へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．残業や出張が入ること 

２．こどもや自分が病気やけがをしたときに代わりにこどもをみてくれる人がいないこと 

３．配偶者の協力が得られないこと 

４．ご自身や配偶者の親などの理解が得られないこと 

５．職場に子育てを支援する制度がないこと 

（育児休業、こども看護休暇、短時間勤務など） 

６．職場の理解や協力が得られないこと 

７．こどものほかにご自身や配偶者の親などの介護をしなければならないこと 

８．こどもを預かってくれる保育所などがみつからないこと 

９．こどもと接する時間が少ないこと 

１０．その他（                             ） 
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１４．市役所・区役所などへの要望についておうかがいします。               

 

問３８ 市役所・区役所などに対して、あなたの子育て経験などから、どのような子育て支援サービスを充

実してほしいですか。あてはまる番号に○をつけてください。（複数回答可）    府設定 

１．親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する 

２．親子が安心して集まれる保育所や幼稚園の運動場の開放を増やす 

３．親子が安心して集まれるつどいの広場などの屋内の施設を整備する 

４．子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペースづくりや、歩道の段差

解消などの「子育てのバリアフリー化」に取り組む 

５．子育てに困ったときの相談体制を充実する 

６．子育て支援に関する情報提供を充実する 

７．子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識や技能の取得に役立つ親子教室の開催回数の増加と内容

の充実を図る 

８．子育てサークル活動への支援を充実する 

９．保育所などこどもを預ける施設を増やす 

１０．こどもの一時預かりなどのサービスを充実する 

１１．専業主婦など誰でも気軽に利用できるＮＰＯなどによる子育て支援サービスに対する支援を行う 

１２．小児救急など安心してこどもが医療機関を利用できる体制を整備する 

１３．こどもの安全を確保する対策を充実する 

１４．子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる 

１５．育児休業給付、児童手当、扶養控除の拡充などの子育て世帯への経済的援助の拡充 

１６．市営住宅の優先入居など住宅面での配慮や支援に取り組む 

１７．その他（                             ） 

１８．特になし 

⇒問３９へ 

 

１５．その他についておうかがいします。                         

 

問３９ 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や子育て支援に関してご意見がありましたら、ご

自由に記入してください。                        国標準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問は以上です。調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。お手数ですが、同封の 

返信用封筒に入れ、平成２５年１０月２８日（月）までにご投函ください。 

 


